
平城‘ 宮跡・京跡出土の木簡

1 9 8 1 年度の調査で，平城宮跡内の５カ所の調査区

とその他の２カ所の遺跡から総計1 4 2 8 点の木簡が出

土した( 別表) 。すでに主な木簡の釈文は『平城宮発

掘調査出土木簡概報1 5 』( 1 9 8 2 年５月刊) に報告したの

で，ここでは，内容的に興味深いものや遺跡の性格

を明らかにできるものを中心に報告する。口絵なら

びに本報告5 3 頁に，主要な木簡の写真と釈文を示し

平城宮跡発掘調査部

調査地区調査次数｜点数

東院 1 2 8 次７４

内製北方官簡 1 2 9 次１７１

南面大垣 1 3 0 次２

若犬養門 1 3 3 次１，１１７

第１次朝堂院 1 3 6 次卿

奈良町奉行所 1 3 4 - 3 次１５

法隆寺２

計 ’ 1 , 4 2 8

木簡出土点数

たので参照されたい。

内裏北方官荷地区（第1 2 9 次調査）内裏外郭の束北方で，北面大垣のすぐ南の地区の調査

で，木簡は北から西南方へゆるくカーブして流れるＳＤ２７００Ｂから出土した。ＳＤ２７００は宮城

東部の基幹排水溝で，すでに南の第2 1 次調査区でその下流を検出し，宮内省関係のものを含む

木簡2 9 0 点が出土している( 『平城宮木簡二』) 。今回出土した木簡のうち，年紀を記すものは天平１２

年( 7 4 0 ) ～1 9 年が５点，天平が２点で，荷札は３点が天平1 2 年以降の郡郷の記戦であるので，

出土木簡はほぼ天平後半のものと考えられる。注目すべきものとしては，「大宅内命婦宣」と

ある断簡や，天平1 8 年潤９月2 4 1 1 付の女稀の歴名など女官に関するものがある。大宅内命婦は

霊亀元年に内侍司掌侍( ｢ 平城宮発掘調査出土木伽概報１２｣ 1 8 頁) ，天平８年から同1 7 年まで同典侍で

あったことが確認できる大宅朝臣諸姉をさすものであろう。女飛の歴名は，６２．６ｃｍの長さの

柾目材に階好な神賊で記されていたもので，・儀式に用いた歴名であろうか。断片ながら同種顕

の木簡が３点ある。「四味浬仲丸」や「独活」とある断簡，「七気丸一餅｣ ，「麻子二斗六升｣ ，

r 上密一斗二升」の付札など薬物関係のものも内容的にまとまったもので( 延惑典薬寮式) ，１９８２

年度の第1 3 9 次調査でもＳＤ２７００の下流とそれに注ぎこむ東西溝から「典薬寮移」や薬物関係

の木簡が出土している。ほかに「南元龍自在王仏」と記した木札がある。薬物関係木簡や女官

の木簡，さらにＳＤ２７００出土の天平1 8 年の年紀をもち，皇后宮職少属川原蔵人凡の名を記し

た墨書土器などは本地区の性格を考える資料となる。

南面西門地区( 第1 3 3次調査）’ 寓城南面西1 1 1 J の若犬養門を中心とする調査で，木簡は南面西

門前の二条大路北側溝ＳＤ１２５０から1 0 8 7点，門の西北方の池ＳＧ１０２４０から８点，門の西に位

置し，ＳＧ１０２４０の水をＳＤ１２５０に排水する南北溝ＳＤ１０２５０から20点，門の北側の東西溝S D

l O2 0 0 から２点が出土した。出土点数の多いＳＤ１２５０の木簡を中心にのべる。ＳＤ１２５０の木簡

で年紀や年号の明らかなものは，神飽３年( 7 2 6 ) から神護蛾雲（7 6 7～7 6 9）までのものが1 5点あ

り，さらに霊地元年( 7 1 5 ) 以前の郡里表記の付札２点と延暦元年( 7 8 2 ) と推定されるもの１点

があるから，奈良時代初頭から末期までの長期間にわたるものが含まれることになる。内容的
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には多様であるが，その中で特に術門府・衛士府に関するものがまとまって出土している。術

' 11] 府の和炭を進める文, I ド２点( 13) ，術門府のi l I j 部と内物( すなわち内物部) の腿f ﾉ i の詰求文普（１），

また「御Ｉ１Ｉｊ司所」の催造１－J あての解( 2 ) と，「l 1 i j I 山あての米の輸送に関する文押( 3 ) などは術

|I I J 府関係のもので，左術士府の文, Ｉド( ８）もある。衛士・火頭の養物の付札６点( 10～12) ，養物未

到に関する文群( 9 ) ，さらに柊・大尉・少志など衛府の官人に関するものは術門府あるいは術

士府に関するものと考えられる。これら一昨の術府関係の木簡は南面1 凡i 門の前面の溝から出土

していることから，同門の守衛のためにおかれた術門府の詰所に関するものである可能性が考

えられる。宮城門は，術門府の門部が「主､ I 1 門司」として術上を率いて守衛することになって

おり( 職員令術; 11府条，宮術令渠i 婚開門条所引古記，類緊三代略大l I i l 3年７月23日官奏) ，木簡にみえる

｢御門司所」「門司_ l はまさしくI l L i 門を守術する' 11部・術･土の詰所にも11り，ＳＤ１２５０の術府関係

木簡は西ｌ１ｉｊの門司あるいは門l i j 所に関する木簡と思われるのである。ところで長岡宮・平安宮

では南面i I l i 門を藷犬養l i I と称し，ＳＤ１２５０からは造閣仏殿1. . の蒋犬養門あての移（６）や「若犬

養門」と記した断簡が出土しているが，しかし一方ＳＤ１０２５０からは内膳司の「小子部門司」

あての牒( 14) も出土している。すでに『平城宮木簡三』において東院の南面のl 1i j 付近から出土

した「小子門」の木簡によって同l I 1j が小子ＩＩｌｊで，小子I 1I j は小子部連氏に基づく門号である可能

性を指摘したが，その後藤原宮東而北門付近から出土した「少子部i i I j 」木簡( 『藤原宮出土木簡４』

４頁) ，さらに今ＩＩＩｌの「小子部門司」木簡によって藤原宮・平城宮に小子部門という宮城門があ

ることが確定し，従って同' 111を記さない弘仁・貞観陰陽寮式の宮城|I I j 号は平城宮の門埼でない

ことが明らかになったのである。ただし小ｆ部門司の木簡によって' ' １１号の配侭について新たな

問題が生じたが，現時点では藤原宮・平城宮における少子部門・小子門木簡の出土地点，長岡

窟．平安宮における蒋犬養門の位祇と平城寓の, 牌犬養門木簡の出土地点からみて，やはり平城

富では東院南而の門が小子部l 1I j ，南面IﾉLi l 1I j が蒲犬養' １１]である1Ｊ能性が高いと思われる。御葬の

時の服衣等を支給されたｌ１ｌｊ部・内物部の歴f ' 1を諭求する文71ド（' ）は, 「御｣字を延し，「葬｣字の

上を剛宇にしている点から，この葬儀は天皇・太上天皇・三后のいずれかに閲するものと見ら

れ，ＩＥ月六このＦ１付けから天応元年12ﾉj 23I 1に肋じ，延暦ﾉ6ｲド. i E月71- |に行なった光仁太上天

皇の葬儀に関するものと考えられる( 統口本紀) 。衛士・火頭の養銭付札６点が出土している( １０

～１２) 。衛士．｛t 丁の獲物貢進制は養老２年( 718) その出身房戸の雑補代物をその資養のために

送る制に始まり，延群民部式ではni J - 7人半の徳分稲を' 経貨に交易しまたは春米として送るこ

とになっており，これまで平城宮から４点の獲物付札が出土しているが( 『平城宮木簡三』3076補注

参照) ，今I I 1l 一挙に６点が加えられた。これらの付札は1. K' 十郡( ＋郷) ＋人名の蒋式で，人名には

「衛士．火頭」を冠するものもあるから，この記載は獲物の受取脅を示すと思われ，調席など

の付札の記載が貢進者を示すのと異なる点が注意される。今回出土の盤銭付札は若犬養門の門

司所届の衛士・火頭に支給された僅銭の付札が廃棄されたものと苔えられる。養物はまず民部

省に収められるが( 延喜民部式) ，今凹の付札の１点に「府俄死人分」の記域があるから( ' 0 ) ，
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一度術門府あるいは衛士府に下され，さらに門司などの各部所に支給されるのであろう。この

付札は全文一筆であるから，術府木府で付けられたものである。（９）の養物未到を報知する文

書も差出が大志であるから衛府本府から門司あてに発給されたものであろう。この文書の被給

者の衛士あるいは火頭についての年齢と「右目下黒子」の身体的特徴の注記は，天平宝字５年

２月付の奉写一切経所解の火頭養物請求文書( 味日本古文書』１５巻2 7 頁) で被給者各人に同様の注

記があるのと一致している。獲物の支給に当って年齢と身体的特徴によって本人であることを

確認したのであろうか◎ またこの文普で養物未到が問題となっているが，同様の事例は正倉院

文書にもみえている（弥永貞三｢ 仕丁の研究｣ 『史学雑誌』6 0 - 4 ) 。ＳＤ１２５０からは庸米付札が３点出

土しているが，脈は衛士の食料としても用いられるから（賦役令) ，これら応米付札も衛士関係

のものとみることができる。

もう一つまとまったものとしては催造司( 2 ) や造西仏殿司（６）などの造営官司，さらに和束

などの柚山で就役した役夫をかき上げた文書や山作所など造営関係のものがある。催造司は神

飽元年( 7 2 4 ）３月に置かれ天平６年( 7 3 4 ）５月まで存続が確認できる臨時の造営官司で，養老

５年( 7 2 1 ）８月に開始された平城宮内の改作をうけて，聖武即位後さらに造営を推進するため

に設けられた官司と思われ，『続日本紀』によって長官として監があることが知られていたが，

本木簡から主典の存在が確認でき，４等官制をとったことが考えられる。造西仏殿司は，木簡

の１点に天平８年の年紀があることや，西仏殿すなわち西金堂のある大寺は興福寺であること

から，光明皇后が母橘三千代の一周忌のために天平６年正月開眼供養した興福寺西金堂の造営

のための宮司であろう。同西金堂は皇后宮職が造営に当ったと考えられているが( 福山敏男｢ 奈良

時代に於ける興福寺西金堂の造営」『日本建築史の研究』所収) ，これらの木簡によって造西仏殿司とい

う臨時の宮司が設けられたことが明らかになった。催造司，造西仏殿司に関する木簡は御門司

所，若犬養門との間にとりかわされた文書であるから，門の通行に関するものであろう。

大学寮辺で盗まれた在京中の常陸国那変郡人の馬( ヵ) を捜索するための告知札( ' 5 ) は，その

内容はもちろん平城京の大学察の位偶を考える上で重要な史料である。すでに束三坊大路束側

溝ＳＤ６５０から平安時代初期の告知札４点が出土し（『平城宮発掘調査報告Ⅵ』) ，本簡はそれらと

書式は異なるが，記載内容は同じで，また長さが７０．２ｃｍと長大であることから告知札と考え

ることができる。形態は下端を墨諜にかけて斜めに切断しているが，この切断は二次的なもの

でおそらく廃棄の際地而につきさしていた根本で切ったのであろう。この告知札は大学寮辺で

盗まれた馬の捜索のためのもので，告知の対象は大学察の生徒らであるから大学察辺に立てら

れたものと思われる。平安京の大学案は宮城前面の左京三条一坊一・二・七・八坪に所在した

が，平城京ではこの告知札の出土地点からみて右京三条一坊に所在した可能' 性がある。このほ

か典薬寮( 4 ) ，内蔵佐官，大膳下走( 5 ) などの宮司・官職，また宮人・采女・内命婦などの女

官に関するものがあり，付札では田原鋳銭司( 『続日本紀』神謹製雲元年' 2月乙酉条) からの進上銭付

札と思われる「田原銭五千文｣ ，習評では「論語序」と記すものが注目される。
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〔真力〕

ＳＤ１０２５０出土の木簡では，前述の内膳司牒の差出背「典l 隣雀□ □ □ □ □ 」が天平1 7 年４月

から天平勝宝３年２月まで典膳であることが確認できる雀部棚| ､ ( i 真人に3 1 1 ると考えられ，S D

1 0 2 5 0 木簡のうち年代の推定できるのはこれ１点だけである。さらにこの内僻, f l 牒と関連して

（７）の賛に関する文普も注意される。‘ 岬＃の下の猪1 1 1 ・鹿山・酢海匡・漆は饗の採取地を示す

とみることができるが，猪1 1 . 1 ・鹿山については，水碓物だけでなく献類の謎を亜祝する近年の

謎研究の' ' １で注目できる。猪・鹿宍の謎は近江| K I から元Ｈ料として各４枚( 枝ヵ) が貢進され( 内

膳司式，西宮記巻十裏蒋) ，また大宝令以前には科野国ＵＩ奈評から鹿大謎が貢進されている( 『藤原

窟出土木簡５』13頁) 。ＳＧ１０２４０では池底からｌｌＩ土した木簡の｢|､1に「大I 鳴照」という里Ｉ氾戦の荷札

があり，池の年代が奈良時代初頭まで遡ることが考えられる。（今泉隆雄）
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